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PRESS RELEASE 

 愛媛県今治市は、10月1日より今治市長を会長とした「今治ブランド戦略会議」を設置し、総合監修にクリエイ

ティブディレクターの佐藤可士和氏が就任したことを発表します。 

 

■背景 

 今治市は、若年世代の市外への流出が進むなど人口が減少しており、徐々にまちの活力が失われつつあります。こ

れは、まちの賑わいや活力を創出する若者に対し、若者を引き付けるまちの魅力や、このまちに住む価値を分かり易く

伝えられていないことが、大きな要因だと考えています。 
 
 本市は、今治タオルのブランド化による認知度向上やしまなみ海道の活用によるサイクリストなどの観光客数が増

加しています。しかし一方で、村上海賊など世界を相手にできる数多くの素晴らしいコンテンツを有しているものの、

各々が独自にプロモーションをしているため、市全体の魅力やイメージの形成につながっていないことが課題となってい

ます。 
 

■「今治ブランド戦略会議」とは 

 「今治ブランド戦略会議」とは、今治市が国際都市に向けて新たな一歩を踏み出すために、人や企業、組織、衣

食住などのライフスタイル、スポーツや文化・デザインなど市内にある様々なコンテンツを一つの魅力ある“ストーリー”とし

て取りまとめ、今治市の認知度や求心力を高める新たなブランドイメージを構築・発信することを目的としています。今

回、主要なコンテンツに関わる皆様にご参加いただき、戦略会議の場にてアイデアを出し合い、共創型今治モデルを

形成しようと考えています。この共創型を通じて、今治市への人の流れを作り、持続的な地域活性化を図ることがで

きるような、味わい深く魅力的なマスターブランド（都市ブランド）を構築する今治ブランド推進事業を実施して参り

ます。 
 

 なお第一弾の事業として、2019年3月にはトライアルイベントを実施する予定です。 

【 菅良二 今治市長のコメント 】 

 本市には、今治タオルやサイクリング、村上海賊など世界を相手にできる数多くの素晴らしいコンテンツを有していま

す。しかし、それぞれのコンテンツが独自にプロモーションしているため、本市全体の魅力やイメージの印象が薄くなり

明確かつ端的に捉えることが難しくなっています。そのようなことから、各コンテンツを一つのストーリーとして取りまとめ、

それをシンプルで明快なマスターブランドとして発信することで、地域の認知度や求心力を高めようと考えています。 

 

 そこで、主要なコンテンツに関わる皆様に、それぞれの各企業活動を通じて、マスターブランドを確立するために、今

治のさらなる良いイメージを作れるご提案・ご協力いただければと思います。当然、やるからには皆様方の有益になら

なければ今後の継続につながりませんので、今できることに少し無理をお願いしながら、皆様方の事業につなげてい

ただければと思います。 



1965年東京生まれ。多摩美術大学グラフィックデザイン科卒業。クリエイティブスタジオ

「SAMURAI」代表。慶應義塾大学特別招聘教授。企業、商品、空間、地域再生

など多岐にわたる領域でトータルプロデューサーとして活躍。文化庁文化交流として日

本の優れた文化、技術、コンテンツを広く海外に発信することにも注力している。著書に

『佐藤可士和の超整理術』（日経ビジネス人文庫）、『佐藤可士和の打ち合わせ』

（ダイアモンド社）など。 

佐藤可士和 ／ クリエイティブディレクター 
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【 佐藤可士和氏のコメント 】 

 12年前、今治タオルのブランディングプロジェクトをスタートさせた当時は、「今治タオル」の知名度を上げ、ブランド

として認知されるために東京でのタッチポイントをつくり、多くの人に「安心・安全・高品質」の素晴らしいJAPANクオ

リティを体感してもらうことに注力してきました。産地ブランドが確立して「奇跡の復活」と評されるようなり、満を持し

て昨年今治タオル本店をリニューアルしましたが、10年前には信じられない程のお客様が県内外から訪れて下さっ

ています。そしてこの10年の間に、サイクリストの聖地、村上海賊、バリィさん、B級グルメ、FC今治など、多彩で面

白いコンテンツが今治に揃ってきました。今治が盛り上がっているのです。 

 

 この盛り上がりをもっと最大化できないか。今治にたくさんの人が来て交流してもらえるように、今度の旅先を決め

る時に、今治に行こう！と思ってもらえるようにならないか、と考えた時、それにはいろいろなコンテンツがバラバラに動

いているのではなくて、もっと連携して立体的に今治の魅力を伝えていけるような座組をつくらないと難しい、せっかく

のコンテンツがあり、チャンスがあるのにもったいない、、、とここ数年ずっと考えていました。 

 

 今回、今治市が持続的な地域活性化に向けた「今治ブランド戦略会議」を設置され、そのクリエイティブディレク

ターを務めさせていただくことになりました。本プロジェクトにおける僕の役割は、トップダウンで何か決め、物事を推し

進めることではありません。目指すは「共創型今治モデル」。今治に関わるすべての人が発案者であり、発信者であ

り、担い手。今までバラバラに活動していたものをつなげ、よりよい発信方法や運営方法を一緒に模索しながら、大

小の新しい何かを生み出してくことを、今治を愛する一人として心を込めて務めさせていただきたいと思っております。 

 

 また、マスターブランドとして確立するためには、世界で通用するクオリティの高いプロモーションを継続しなければなり

ません。そこで、この事業を通し創り出すものが世界で通用するクオリティがあり、世界へ発信する力とそれを共有す

ることができる方が重要となります。そのため、今治タオルをJAPANブランドへ押し上げたクリエイティブディレクターであ

る佐藤可士和氏へ総合監修をお願いすることといたしました。まず今年度には、佐藤可士和氏の総合監修のもと、

この戦略会議において、ブランドイメージの活用方法や発信方法を中心にご検討をお願いいたします。 

 

 最後に、この戦略会議にて皆様が同じ問題意識や危機感を持ち、力を合わせて自ら変化していくことで、世界の

若者が今治に関心を持ち、自ら訪れ、まちの活力創出に繋がるムーブメントが各所で起こることを期待いたします。 


